使い方

このプログラムは本体プログラムのあるフォルダ内に設定ファイルを発生します。したがって、適当にフォルダを作って、ショートカットから起動する方法をお勧めします。
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	最初の起動では、このページを使って画面上で、このプログラムを置く位置と、起動時にどの画面を表示するかをボタンで押して、「設定更新」のボタンを押します。これで、設定は終了です。

どこに動かしても、次に起動したときには、設定した位置に戻っています。
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	説明するまでもないんですが、「コピー」ボタンは、日付のところでWクリックすると、コピーボタンの横の枠に年月日と曜日が入ります。何かの文書などに日付を入れたいときにコピーボタンでクリップボードにコピーされます。
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	医療や福祉や学校の現場では元号の変換やら年齢を知りたい。乳幼児を扱う現場では、才ヶ月表記だったりと面倒くさい計算をやってくれます。干支も学年もでます。

私の職場では、アイコンから「馬場さんを使う」といってます。薬屋さんとかが、お医者さんのところへ、この手の早見表のついた下敷きや定規とか持ってきます。

	人に配布してもかまいませんが、業者の方のサービス品にしないでください。いまのところ、問題もなく動いているので、何かする予定はありませんが、こんな機能があったらというご意見があれば、お寄せください。プログラムレベルが簡単で、自分の職場で使いそうで、確かに便利と、私が判断したら機能を付け足します。プログラムに表記されているところへE-mailください。着信を確認するための返信程度は出したいと思います。


